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よつ葉生活協同組合 

 長年皆様に愛されてきた「よつ葉生協オリジナルカレールゥ」がリニューアルして今週登場で

す！ シンプルでナチュラルな製品であることに変わりありませんが、より一層原材料にこだわり

ました。 

10 年 1 サイクル、とても人気がある商品ですが現状に甘えることなく、さらにおいしいカレー

ルゥの追求をした結果、無事に試作や改良を終え、今回皆様にご案内することができました。 

原材料、味、ともに自信をもっておすすめできる商品です。 

 よつ葉のカレールゥは、カレールゥの中ではとても希少な動物性原材料を使わないカレールゥ

です。他生協に紹介したところ、ぜひ取り扱いたいとの声があり、西は関西、東は福島県の生協

でも取り扱いされています。よつ葉生協で生まれたこのカレールゥは他の地域でも喜ばれ、別の

地域でも食卓にあがっています。 

そして今回、リニューアルに際して関係者が集まり、チームワークを発揮。よつ葉生協の調味

料を長年担当している商品部の栗原職員がアイディアを発起、各方面に声をかけての開発スタ

ートです。リクエストに応えるため試作を繰り返して下さったメーカーの方、よつ葉クッキング 

委員会での試作、包材のおいしそうなカレーの写真は、実際によつ葉生協本部で調理し、その

まま撮影を行いました。 

パッケージも新しく生まれ変わった新しいよつ葉生協オリジナルカレールゥ、是非みなさんに

手にとって頂きたいです。 

「甘口」も一緒にリニューアルしましたので、新しいカレールゥの味を楽しんでいただけると 

嬉しいです。組合員の皆様からの感想をお待ちしています！ 

（理事長 横山） 

 

よつ葉クッキングカレーも誕生 10 年になり、今よりも美味しく、今よりも良い商品を目指して

リニューアルを行いたいと言うご要望を生協様から頂きました。要望の最重要であり、最難関の

テーマとして、ときどき組合員様から問合せがある原料「酵母エキス」を使わないでカレールウを

作って欲しいと言う難題を頂きました。カレールウとはルウの 5 倍の水を加えて調理するもので

す。逆に言えば美味しいカレーの 5 倍の旨みがルウに凝縮されていなければなりません。社内

で試作を重ね、出来上がったルウの味を生協様と確認。評価を持ち帰り再試作を行い、再び生

協様と味の確認。これを半年繰り返し、やっと満足出来る美味しさにたどり着きました。生協、 

製造メーカーが一体となり、自信を持ってお勧めできるカレールウの完成です。 

（東京フード株式会社 製造・販売管理部次長 小林さん） 

 

いつも「よつ葉のカレールゥ」をご利用頂き、ありがとうございます。 

組合員様の声から生まれたオリジナルカレールゥも今年で 10 年目を迎えました。そこで、  

これを機にリニューアルの案が出ました。第一の目的は以前より組合員様からもお声を頂いて

いた「酵母エキス」を抜くことでした。開発者の東京フードさんには大変なご無理をさせてしまい

ましたが、この度、やっと完成しました。長年の間、皆様に愛されてきた味はそのままに、新たに

「よつ葉のソース」を加え、コクと旨みがアップ！甘口も同様にさらにマイルド感が増し、幼少期

のお子様にもおすすめです。どうぞ、ご賞味下さい。 

（商品部 栗原） 

 

＜新＞よつ葉のカレールゥ 原材料 

小麦粉（小麦（栃木県産））、パーム油、砂

糖、カレー粉、食塩、発酵調味料、ソース、粉末野

菜（オニオン、有機トマト、ガーリック、キャロット）、

菜種油 

 

 ＜新＞よつ葉のカレールゥ甘口 原材料 

小麦粉（小麦（栃木県産））、パーム油、砂

糖、カレー粉、食塩、発酵調味料、りんご果汁、粉

末野菜（オニオン、有機トマト、ガーリック、キャロッ

ト）、菜種油、ソース 
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戦後 80年を迎え、よつ葉だより No.842（6/30号）で組合員の皆様に、「戦争の話」を募集しました。 

寄せていただいたお話を掲載します。 

 

一昨年に亡くなった父が亡くなる 2～3 ヶ月前に、初めて戦争

時のことを話しました。 

 当時、父は埼玉の田舎に住む小学生でした。広い畑の中の田ん

ぼ道を友だちと下校中にアメリカ軍の飛行機が飛んできて、父達

に向けて機銃掃射をしてきたそうです。父達は慌てて田んぼに伏

せたそうです。 

私が「子供だってわからず射撃してきたのかな？」と言うと、父

は「そんな事はない、子供とわかっていた。低空飛行で近くから

撃ってきてるんだから。」と怒り声で、声が震えていました。そし

て「戦争っていうのは、大人も子供も関係なくなっちゃうんだよ」

とも言っていました。 

私も近年の他国の戦争をニュースなどで見聞きして、いざ戦争が

始まってしまえば、きれい事は通用しないんだと実感しています。 

（A．Aさん） 

 

群馬県下仁田町の友人のお爺さんのお宅へ、梅林のなかの養蜂

の様子を見にお邪魔したときに伺ったお話です。 

 

お爺さんは、神風特攻隊員として徴兵されました。 

隊員たちは未成年の子も多く、出陣の前にはお酒を飲むことがで

き、自分の気持ちをごまかすため、みな、浴びるほど飲んで酔っ

払ったといいます。 

「帰りの燃料はないんだもの。死にに行くんだとわかっていなが

ら行かなきゃなんない。出発するとき、お国のために、なんて口

にするやつはひとりもいないよ。み～んな、お母さんのこと。母

ちゃんごめん。母ちゃんに会いたい。母ちゃんのもとへ帰る。そ

う言って飛んでった。」 

 

お爺さんの飛行機はフィリピン沖で墜落。 

海面にも、海中にも、仲間の遺体や飛行機の破片が漂い、死んで

いる者も生きている者もサメに食われていったといいます。 

お爺さんもサメに気付かれないよう、傷口からの出血を自分の口

で吸いながら必死に泳いで泳いで飛行機の破片にたどり着き、そ

の後捕虜になったそうです。 

お爺さんの部隊の仲間たちは、生きて帰ってこられなかったと… 

そのときのお顔を見ていたら、お爺さんの気持ちや、細かい出

来事など、それ以上のことは聞くことができませんでした。 

「帰ってきてくれてありがとう、話してくれてありがとう」私に

はそれしか言えませんでした。 

 

私たちのような戦争を体験していない世代には到底想像に及ば

ないような壮絶な体験をなさっている年代の方にお話を聞くこと

ができたこと、また、よつ葉さんでも戦争体験を記録しておくこ

とに取り組んでいただけること、とてもうれしく思い寄稿させて

いただきました。神風特攻隊のお爺さんのお話、お役に立てまし

たらうれしいです。 

                       （岡田さん） 

 

私の母は昭和 17 年東京生まれ。生後すぐに家族 5 人で伊豆大

島に疎開しました。私が幼いころ、祖母は私に「15年も戦争をし

てたのよ」と愚痴の様に度々言い、「こんな戦争、勝つはずないの

に」と言ってご近所さんに慌てて咎められた話も何度か聞きまし

た。 

教員だった祖父は、伊豆大島の小学校に校長として赴任しまし

た。私が高校生の頃、祖父がふいに戦時中の思い出を語りました。

毎年一度、御真影（天皇の肖像写真）を持って東京に出張に行か

なくてはならなかった。港で船に乗るのに、はしけ（沖に停泊し

ている船まで運ぶ小舟）を使うがとても揺れるので、桟橋からは

しけに渡してある板切れを渡るのも、はしけから船に梯子で乗る

時も、大きな御真影を抱えてとても緊張した、と笑いながら話し

てくれました。はしけの怖さは母からも聞いていたので、「大変だ

ったねぇ」と私も少し笑いました。 

 

5、6年前に、戦時中の小・中学校に通われた方のお話を聞く集

まりに参加しました。ある日学校に将校が来て、黒板に「鴻毛」

と書き、「お前たちの命は鳥の羽のように軽いのだ」と言われた思

い出や、「御真影」についてもお話されました。「ああ、おじいち

ゃんが話していたな」と思いながら聞いていたのですが、「近くの

学校で御真影が火事で焼けてしまったんです。その学校の校長は

自殺しました」と聞いた時、祖父が笑いながら話してくれた話の

恐ろしさに、しばし凍り付きました。写真よりも、鳥の羽よりも、

人々の命が軽くなるのが戦争なのだと思います。 

（M．Hさん） 

 

母方の大叔父にシベリア抑留の生還者がいます。学生時代、大

叔父が執筆した手記を読みました。少しロシア語が話せたので最

初の抑留地で翻訳の仕事をあてがわれたのですが、その事務所で

働いていた数名のロシア人（民間人）にとても助けられました。

残虐なシベリア抑留を行ったソビエト連邦と言う国家、そして大

叔父を救ったロシア人たち。大叔父はロシアの辺境に住む人々の

温かさ、知的さ、文化の豊かさを書いています。国家が持つ残虐

さをその国民の多くは持たないのだと強く感じました。ではなぜ

国家が残虐になるのか、ならない為にはどうすればよいのか、考

え続けたいと思います。 

 

25年前北欧のとある学校で 4か月間ともに学び生活した、ロシ

アとウクライナの友人を想っています。     

（M．Hさん） 
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とちぎ消費者ネットワークからのお知らせ 

独立行政法人国民消費生活センターでは、「見守り新鮮情報」として、いま起きている「高齢者・障がい者」、「子ども・若者」に関わる

悪質商法や製品による事故について注意喚起を行っています。ゲリラ豪雨や酷暑がつつく中、時々耳にする「通電火災」と「リチウムイン

電池による事故」についての HP掲載のリープレットをご紹介します。 https://www.kokusen.go.jp/mimamori/index.html 

 

報告◇マクロビオティック料理教室  

8月 21日 宇都宮市雀宮地区市民センター調理室  

よつ葉生協の食材を使って動物性食品（肉、魚、卵、乳製品を含

む）と砂糖を使わないマクロビオティック料理を作りました。宇都

宮南委員会の委員でもある永井恵美さんに講師をお願いしました。 

今回のメニューは、「とうもろこしご飯」「焼きなすの香味だれ」

「重ね煮でつくるラタトゥイユ」の 3品を教えていただきました。 

始めにマクロビオティックの基本の一つ、「陰陽の調和」について、

野菜の切り方や調味料、調理器具の選び方、そして季節や体調に合

わせての調理方法などのお話を交えながら調理工程の説明を受け、

各テーブルで調理スタート‼ 

 

 

どのメニューもこの時期にぴったりな簡単調理です。そして調味料も塩、しょうゆ、酢と

シンプルですが、ご飯は土鍋を使用しゆっくりと炊き込み、ラタトゥイユは厚手の鍋で、野

菜から出る水分と塩のみで調理、素材の味をしっかり 

と味わえる逸品となりました。 

参加者からは、素材の味・うまみが出ていてとても 

美味しかった書いていただきました。 

次年度も企画予定ですので、ぜひ参加してください。 

（宇都宮南委員会 江原） 

 

 

報告◇子供も！大人も！ 

パステルアート体験会  

8月 22日 稲村公民館 

 

赤青黄の３色から描く、パステル画の

世界を楽しまれて、皆さん満員御礼のご

参加で賑やかな開催となりました。 

皆さんの素敵な作品が溢れていました。 

（那須塩原委員会 矢島） 

 




